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「地域密着型金融」への取組みについて
■  兵庫県中小企業家同友会と中小企業支援に 

関する連携協定を締結
中小企業の抱える経営上の各種課題を解決し、中小企業の発展と地域経済を活性化さ
せることを目的として、県内の信用金庫（神戸信用金庫、兵庫信用金庫、日新信用金庫、
淡路信用金庫、西兵庫信用金庫）とともに、兵庫県中小企業家同友会と連携協定を締結
いたしました。当金庫では、引き続き地域の中小企業の活性化を通じ、地域のお役に立
てるよう取組みを続けて参ります。

■  「中堅・中小企業の持続的成長支援に関す
る覚書」を締結

TKC近畿兵庫会と当金庫は、「中堅・中小企業の持続的成長支援に
関する覚書」を締結しました。この締結により、株式会社TKCが提供
するTKCモニタリング情報サービスの利用が開始され、TKCをご利用
のお客様の決算書等の授受が、WEBを通じて可能になり、当金庫と
お客様とのタイムリーな情報提供、意見交換が可能になりました。

■ 事業者様向け土日相談窓口の開設
平日は自社の業務運営に忙しく、当金庫の営業店や本部担当者と
十分な時間をとって事業相談ができない事業主や経営幹部の方を対
象に毎月 １回ずつ、土日相談窓口を開設しています。

詳し�くはコチラ
➡https://www.tanshin.co.jp/info/?p=5870

■ 城崎まちづくりファンドの運営
一般社団法人民間都市開発推進機構との共同出資により、城崎まち
づくりファンド有限責任事業組合を設立し、城崎温泉の活性化支援に
取組んでいます。第 ２号案件として、素泊まりする訪日外国人の泊食
分離へ対応した海鮮レストラン事業に取り組みました。

■  関東地方への山陰地方「観光キャラバン」
を実施

米子信用金庫と連携して、山陰地方温
泉観光キャラバンを実施し、東京都の 7
つの信用金庫を訪問しました。湯村温泉
から皆生温泉へ山陰を巡る旅を提案し、
魅力的な温泉地であることをPRしました。
当金庫の信用金庫のネットワークを活

かした誘客の取組みは平成２6年度から継
続して実施しています。
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では、中小企業の再生・支援や地域活性化への取組みに力を入れています。

■ 地域クラウド交流会を開催
福知山市で初めての開催となる福知山地域クラウド交流会を開催しまし
た。地域クラウド交流会は「～つながる。広がる。うまれる。起業家の応
援を通じて地域を活性化～」をテーマに起業家と応援者によるチーム誕生
を支援し、地域活性化につなげる『地域の起業支援プロジェクト』です。
地域活性化の想いを掲げて集まった参加者が交流を深めました。

■  各種セミナー
の開催

外部講師を招いたセミナ
ーを各種団体と連携して実
施し、経営に役立つ情報を
提供しています。

■「景気動向調査」の実施
但馬管内のお取引先約５00社にご協力いただき、四半期ごとに業況調査

（実績と予測）を実施し、「但馬管内の景気動向調査」を発信しています。
信金中央金庫が全国で実施している取組みであり、全国との比較も行っ
ています。

■ 職員向け研修の実施
・各自治体の「医療・介護施策勉強会」を実施
各自治体の担当者をお招きし、医療・介護の現状と課題、そして地域包括ケアシステムを中心とした施策（福祉計画・
介護保険事業計画）について説明して頂きました。現在と今後の医療・介護の分野において金融機関に何を求められて
いるのかを教えていただきました。

・事業性評価力向上セミナーを実施
但馬地域の基盤産業である、鞄産業や観光業をはじめとして事業性評価力向上のため、各関係事業者を講師としてお
招きし、業界の特徴等を教えていただきました。

・各種セミナーの実施
金融仲介機能向上に向け、お取引先のライフステージに合った様々なニーズに応える人財を育成するため、外部専門
家を招いたセミナーを数多く実施しています。
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 １．概況（回答数４０４ 前回２９２） 

今回（1 月～3 月期）の業況 D.I.は△5.0 となり、前四半期比 1.5 ポイント悪化した。前回調査では売上額 D.I.・収

益D.I.がプラスに転じていたが、今回の調査では売上額D.I.・収益D.I.が大きくマイナスに転じ、調査項目全てが

軒並みマイナス傾向となった。また、これまで課題であった人手過不足D.I.が更に3.0ポイント悪化しており、全業

種で人手不足が深刻な問題となっている。また、全国との比較でも、但馬エリアを取り巻く経営環境の厳しさは続

いており、次回（４月～６月）四半期予想でも、売上額 D.I.・収益 D.I.は更に悪化することが見込まれ、業況 D.I.は

△15.4 ポイントと全国△2.7 ポイントと比較しても厳しい予想となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

（この天気図は、過去１年の景気指標を総合的に判断して作成したものです。） 
好調←        →低調 

時 期 

業種名 

2018 年 

10～12 月 

2019 年 

1～3 月 

2019 年 

4～6 月(見通し) 

総 合 
   

製造業 
   

建設業 
   

卸売業    

小売業 
   

不動産業 
   

サービス業    

前四半期比

業況D.I. △ 5.0 △ 1.5 △ 15.4

前年同期比売上額D.I. △ 8.2 2.4 -

前年同期比収益D.I. △ 6.7 7.7 -

売上額D.I. △ 7.9 △ 21.3 △ 14.4

収益D.I. △ 9.2 △ 15.4 △ 16.0

資金繰りD.I. △ 10.9 5.9 △ 14.7

借入金の難易度D.I. △ 5.3 2.9 -

前期比残業時間D.I. △ 1.7 △ 8.6 △ 4.5

人手過不足D.I. △ 32.9 △ 3.0 △ 29.3

2019年1～3月期実績 2019年4～6月期予想全体

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019 年 1～3 月期実績・2019 年 4～6月期見通し 
 

【特別調査 中小企業におけるインターネット利用とキャッシュレスへの対応について】 

 

調 査 の 概 要        

１．回 答 数    ：４０４（前回：２９２） 

２．調査時点 ２０１９年３月上旬 

３．当金庫 営業店の調査員による、共通の調査表に基づく聴取り調査 

４．分析方法：ディフュージョン・インデックス（D.I.） 

景気の各項目事項について、「増加」(良い)－「減少」(悪い)の構

成比の差＝判断 D.I.に基づく分析 

※全国とは、信用金庫の中央機関である信金中央金庫が全国各地の信用金庫か 

      ら調査した調査の結果を示している。 

 

 

 

 

 

終活セミナー 外国為替セミナー アパートマンションセミナー




